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水辺環境という環境学習の場

～三重県亀山市の事例から～

魚と子どものネットワーク

代表 新玉 拓也（しんぎょく たくや）

2026.6.6（土） 水資源・環境学会研究大会



魚と子どものネットワーク設立

水辺に魚が泳ぎ、子どもたちがイキイキと暮らせる環境は、自然
環境としても、社会環境としてもすばらしいものではないでしょうか。
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子どもの頃、自然の中で体験したことが

現在の生き方や考え方などの礎になっている。

子どものうちにいろんな体験をしてほしい。

自分が育った場所をいつまでも残したい。

きっかけ
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自己紹介

２００５年

２００８年

琵琶湖お魚ネットワーク・琵琶湖博物館うおの会

自然観察など生き物を通した環境保全活動に関わる

９月 魚と子どものネットワークを設立＠三重県亀山市

琵琶湖河川レンジャー 河川行政と連携した活動（国交省）

これまでの経験や学んだことを地元に生かす！

２００７年 名古屋大学大学院 環境学研究科

２００３年 滋賀県立大学 環境科学部 琵琶湖のほとりにて

環境保全の意識・行動について研究

２００９年 一般の企業に就職

環境保全におけるつなぎ役・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割を学ぶ
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団体概要

団体名：魚と子どものネットワーク

設立年日：2008年9月23日
学生のときに設立し、現在１８年目

会員層：主に10代～40代

主な活動エリア：三重県亀山市周辺
鈴鹿川流域の河川、ため池・水路
亀山里山公園みちくさ

中学生・高校生・大学生・大人まで
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取り組みの目的

地域の財産として、魚が棲める水環境を保全する。

地域の自然の魅力を次世代に伝える。

地域や分野を越えたネットワークを築き、

地域のコーディネーターの役割を果たす。

自然

社会

教育
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環境学習 里山塾



8

様々な市民団体を巻き込んだ検討会議を実施

・亀山市産業環境部

生物多様性・獣害対策室

・亀山里山公園みちくさ職員

・亀山の自然に親しむ会

・鳴く生き物を調べる会

・亀山の自然環境を愛する会

その他

⇒ 亀山里山公園みちくさ管理運営協議会

環境学習 里山塾

・三重県北部の昆虫を調べる会

・windsoil
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鈴鹿川流域の調査

亀山市より調査の委託

流域の現状把握

水環境保全活動 河川



鈴鹿川等源流域をはじめとする市内河川に生息する水生生物について
https://www.city.kameyama.mie.jp/soshiki/seibun/kankyo/kansou/docs/2020051300063/

水環境保全活動 河川
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水辺づくりの会 鈴鹿川のうお座

淡水魚の分布調査

池干し

地域、行政とのつながり

水環境保全活動 ため池 池干し
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水路の調査

行政の許可のもと

希少種のリスク分散、生息地の確保

水環境保全活動 水路



鈴鹿川流域に生息する希少種

ヤリタナゴ カワバタモロコ

→ 地域のシンボルとして保全している。
放っておくと地域の個体群は絶滅するおそれ。
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全国表彰 日本自然保護大賞☆受賞☆

日本自然保護大賞2019

教育普及部門

＠国際文化会館（東京・六本木）
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環境学習団体 魚と子どもKidsクラブ設立（2019年～）

魚と子どもKidsクラブ

・子どもが自然にふれる機会を増やす

・次世代リーダーの育成

海岸清掃へ参加

河川での自然観察
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次世代リーダーの育成サイクル

環境学習 次世代リーダーの育成→

魚と子どもKidsクラブ

・学校や保育園などの協力に加え、団体内に親子クラブ「魚と子ども
Kidsクラブ」を作り、継続的に子どもたちと関われる仕組みを作った。

・日頃の活動や環境イベントなどで、積極的にクラブメンバーを募集し、
活動を通し、次世代のリーダーを育成している。

・子どもたちに生き物解説を担当してもらったり、環境イベントで発表
してもらったりと、活躍の場をつくる。
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活動場所 ～鈴鹿川流域の里山・川・海～

鈴鹿川探検隊・下流編
鈴鹿川派川
四日市市楠町南五味塚

鈴鹿川探検隊・中流編
鈴鹿川 忍山大橋
亀山市野村

鈴鹿川探検隊・上流編
安楽川
亀山市安坂山町

「里山塾」講座
亀山里山公園みちくさ
亀山市栄町・椿世町

鈴鹿川探検隊・ため池編
ため池
亀山市白木

ウェルカメよっかいち早朝清掃
吉崎海岸
四日市市楠町吉崎

白塚の浜を愛する会 海岸清掃
白塚海岸
津市白塚町

協力機関

三重河川国道事務所

亀山市
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ウェルカメよっかいち 早朝清掃 ＠ 吉崎海岸

毎月第一日曜日 8:00～10:00

海岸清掃 ＋ 勉強会



19

ウェルカメよっかいち 早朝清掃 ＠ 吉崎海岸

勉強会「鈴鹿川の自然と生きもの」



☆鈴鹿川探検隊☆

２０２６年度

鈴鹿川探検隊

コロナ禍の激動の時期を経て
早くも７年目に突入！！

わかりやすく活動を伝えるため
年間のチラシを作成☆

各種SNSも記載☆



☆鈴鹿川探検隊☆

5月 河口編 6月 下流編 7月 中流編

8月 上流編 9月 秋の遠足編 2月 冬の川の生き物編



鈴鹿川探検隊・河口編

国土交通省 三重河川国道事務所さんも応援に！

清掃活動 ＋ 自然観察

「ハゼやカニなど、
海や汽水の生き物がたくさんとれました。」



鈴鹿川探検隊・中流編

亀山里山公園みちくさ管理運営協議会（亀山市）
「里山塾・鈴鹿川体験」と共同で開催

清掃活動 ＋ 自然観察

「特大のナマズをみんなで追い込んで
つかまえました！」



鈴鹿川探検隊・源流編

元祖・鈴鹿川探検隊の方々と
坂下地区まちづくり協議会
鈴鹿川等源流の森林づくり協議会

清掃活動 ＋ 自然観察

「山間の木々に囲まれた環境で、
魚やカニをたくさんつかまえました！」
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絶滅危惧種の淡水魚の保全

株式会社豊田自動織機のため池

子ども向けの環境学習
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こどもエコクラブ

環境省支援事業

こどもエコクラブ

活動３年目で

全国フェスティバルの

三重県代表に選出！！

（２０２２～２０２５年）
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株式会社ミルボン

×

魚と子どものネットワーク

企業（美容）

株式会社ミルボンとの連携＠三重県伊賀市
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かめやま生物多様性共生区域認定審査会

環境政策
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かめやま文化年２０２４

文化・芸術

×

自然・生き物

文化・芸術
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河川環境保全モニター

河川環境保全モニター

国土交通省 中部地方整備局 三重河川国道事務所

河川政策
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亀山市総合計画審議会

環境保全だけでなく

まちづくりや教育、医療・介護など、市政全般を議論

政策
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運営体制

魚と子どものネットワーク
LINEグループ（大人・スタッフ向け）
約174名

魚と子どもKidsクラブ
LINEグループ（子ども・親子向け）
約135名（家族）

※2026年5月31日時点
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亀山市かわまちづくり協議会

かわまちミーティング

場所：亀山市立図書館→鈴鹿川

全世代での活動NEW



活動の意義

① 水環境保全と環境学習を同時に実現できる。

② 次世代の担い手育成につながる。

③ 多様な主体をつなぐプラットフォームとなる。

「守るために学ぶ」 「学ぶことで守る」 循環

「学ぶ人」から 「支える人」へ成長する場

「水辺という共通のフィールド」で分野横断的連携



活動における課題

① 家庭環境への依存が大きい

② 地域に人材が定着しにくい（進学・就職時）

③ 活動の継続を支える運営基盤への負担

「保護者の理解」 「経済的・時間的余裕」が必要

「地域外」に出てもゆるく関わり続けられる仕組み

「組織運営」そのものの持続可能性が問われる



まとめ

水辺環境は、生物多様性や水質を守る対象であると同
時に、人と地域を育てる環境学習の場でもある。

保全活動と環境学習を結びつけることで、地域への愛着
や環境保全の担い手を育成し、多様な主体をつなぐ基盤
となる。

一方で、家庭環境への依存、人材流出、担い手不足など
の課題もあり、学校・行政・地域団体等との連携による持
続的な仕組みづくりが求められる。 
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ホームページ・インスタグラムのご案内

ホームページリニューアル 2022/9/1～
各種SNSと連動、問合せフォーム作成

インスタグラム
2,460 follower

※2026年5月31日時点
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